






第３号様式

A:協働事業として適切で優れていると評価できる。

B:協働事業として適切であるが、一部改善することで、更なる発展が期待できる。

C:協働事業としておおむね適切であるが、一部改善の必要がある。

D:協働事業として取り組むにはかなりの改善が必要である。

E:協働事業としては不十分であった。

５　まとめ
共通の認識を持ち、明確な役割分担の下で事業を実施している。関係機関との連携を深める
ことで、さらに効果的な協働事業へと発展することが期待できる。

【評価の結論】

２　事業について
市内の多様な会場で事業を実施しており、効果的である。今後は事業内容の幅を広げ、多世
代の市民が参加できるよう工夫をすれば、より良い事業となる可能性がある。

３　協働の広がり
    の可能性

市民と市で十分なコミュニケーションを図るとともに、若い世代の参加者を増やすことができる
よう、市内の学校等と連携することで、さらなる協働の広がりが期待できる。

４　意見交換会を
    踏まえて

事業の実施に当たっては、協働相手や参加者の意見を拾い上げ、十分なコミュニケーションを
図りながら実施いただきたい。

事業内容
市内各施設において催し物を実施する。各事業については、団体関係者による出演や出品
のほか、可能な限り一般市民の参加を呼びかけ、広く事業に参加できる方法をとっている。

事業目標
市民相互の文化交流や、これまで芸術文化に親しみのなかった市民が芸術文化に親しむこ
とを促進し、府中市がこれまで培ってきた伝統や文化を次世代へ継承していくことを目標とす
る。

１　評価結論

B:協働事業として適切であるが、一部改善することで、更なる発展が期待できる。

事業の目的や課題が共有されており、役割分担も明確で、協働事業として評価できる事業で
ある。

事業目的
芸術文化活動を自主的に展開している市民の、日頃の成果を発表する機会をつくり、文化
活動を育成・奨励すること。

府中市協働事業　第三者評価シート

事業名称 府中市民芸術文化祭

事業実施者市、府中市芸術文化協会（以下、協会）



第３号様式

A:協働事業として適切で優れていると評価できる。

B:協働事業として適切であるが、一部改善することで、更なる発展が期待できる。

C:協働事業としておおむね適切であるが、一部改善の必要がある。

D:協働事業として取り組むにはかなりの改善が必要である。

E:協働事業としては不十分であった。

５　まとめ
引き続き地域との対話を心がけ、圏域ごとの意識の差の解消や、事業継続のためのアプロー
チ方法を検討することで、さらに効果的な協働事業となると評価できる。

【評価の結論】

２　事業について
協働でなければ、実施できない事業である。市民に対し、どのような効果があったかを把握でき
るよう、事業を起承転結で実施することで、より良い事業となることが期待できる。

３　協働の広がり
    の可能性

圏域ごとの意識の差を解消するため、全推進員を対象とした研修会の開催を検討していること
から、今後さらなる協働の効果が期待できる。

４　意見交換会を
    踏まえて

今後は若い世代の参加者を増やし、継続して取り組んでいけるよう工夫いただきたい。

事業内容
推進員と協力し、ごみ減量・３Ｒ、分別を推進する。
推進員相互の交流と連携を強化するため、文化センター圏域ごみ対策推進員協議会、正副
会長会を開催し、ごみ減量のためのキャンペーン、ごみ処理施設の見学等の活動を行う。

事業目標
推進員が中心となって、各地域でのごみ減量・３Ｒの推進と分別の徹底を進め、地域環境の
美化と衛生保持を図る。

１　評価結論

B:協働事業として適切であるが、一部改善することで、更なる発展が期待できる。

協働相手の人数が多い中、より良い関係性を構築できるよう、工夫をしながらコミュニケーショ
ンを取っており、協働事業として評価できる事業である。

事業目的
文化センター圏域ごとに自治会から推進員を選出してもらうことで、地域でごみ減量・３Ｒの推
進と分別徹底を進めるための市と市民のパイプ役となってもらい、地域におけるごみ減量の
リーダーとして活躍してもらう。

府中市協働事業　第三者評価シート

事業名称 地域ごみ対策推進事業

事業実施者地域ごみ対策推進員



第３号様式

A:協働事業として適切で優れていると評価できる。

B:協働事業として適切であるが、一部改善することで、更なる発展が期待できる。

C:協働事業としておおむね適切であるが、一部改善の必要がある。

D:協働事業として取り組むにはかなりの改善が必要である。

E:協働事業としては不十分であった。

事業目的 都市農業の育成

府中市協働事業　第三者評価シート

事業名称 農業まつり

事業実施者府中市農業まつり実行委員会・市

事業内容 農業まつりの運営

事業目標 市民の都市農業への理解の促進

１　評価結論

C:協働事業としておおむね適切であるが、一部改善の必要がある。

コミュニケーションや役割分担が不十分であるため、丁寧な協議を重ねることで、相互の特性
を生かしたより良い協働事業となることが期待できる。

５　まとめ
適切や役割分担の下、丁寧に協議を重ねていくことで、さらなる事業の発展や協働の広がり
が期待できる事業である。

【評価の結論】

２　事業について
多様な企画が用意されており、農業の初心者でも参加しやすい事業である。今後は、幅広い
市民が参加できるよう、市民ニーズを把握しながら事業内容を見直すことで、より良い事業と
なることが期待できる。

３　協働の広がり
    の可能性

農業に関心のある市民は多いことから、若い世代が参加できるよう工夫する必要がある。十
分な協議を重ねることで、相互のノウハウをより一層生かし、前例に囚われない新しい流れを
取り入れていく必要がある。

４　意見交換会を
    踏まえて

協働相手や参加者の意見を拾い上げ、十分なコミュニケーションを図りながら協働の効果を高
めることができるよう、事業の進め方を工夫いただきたい。


